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アヴァダーナ文献における授記

岡 本 健 資

1.問 題 の 所 在 本 研 究 で 考 察 の 対 象 と す る の は,Divyavadayza(Divy,eds.byE

B.CowellandR.A.Neil)とAvadayiasataka(Av,ed.byP.L.Vaidya)と い う,有 部 系 に

属する二つのアヴァダーナ文献である.こ れらにおける授記についての諸研究の

内,誓 願授記(誓 願により得られる授記)に は様々に言及 されるが,業 報i授記(布

施等の善業により得られる授記)に は詳しく言及 されない.し か し,こ れら業報授記

に属する物語を注意して見ると,僅 かな善業により 「未来世において,辟 支仏 と

なる」等の多大な果報について授記され,そ れ らの事柄において,授 記の場面で,

浄 心(prasada)が 介 在 す る場 合 が あ る.そ こで本 研 究 で は,「 浄 心 」 とい う語 が 見

られる授記の場面を取 り上げ,検 討する.そ の目的は,ア ヴァダーナ文献中の授

記における浄心の役割を明 らかにすることにある.以 下に行 う検討により,単 に

業報授記 とされていた物語についても,「浄心」が多大な果報 を生む際の一・つの要

因 となっていることを見ることができる.

II.Divyに お け る 事例Dzvyの 中 のi授記物 語 の 内,業 報i授記 の 際 に は,殆 どが

浄 心 に言 及 す る.そ の 内,代 表 的 な事 例 を 以 下 に 示 す.

【第4章 】 バ ラモンの娘 が仏 陀を見て後,浄 心を生 じて(prasadautpannah)1),仏 陀へ麦団

子 を施す.そ の後,悪 趣 に堕す ことな く,最 後生 において辟支仏 とな る,と 授記 され る.

【第11章 】 仏陀 に命 を救われた牛が,仏 陀 に対 して心 を浄 らかにする(abhiprasanno)2).

その後,天 界 へ再生 して後 転輪 王 とな り,出 家 して辟支仏 となる,と 授記 され る.

【第15章 】 或 る比丘が,仏 の髪 爪塔 に五体投地 し,如 来 を 「世尊 如来,阿 羅漢,正 等

覚者,明 行足,善 逝,世 間解,無 上士,調 御 丈夫,天 人師,仏,世 尊 であ る」 と憶念 し,

心 を浄 らか に す る(cittamabhiprasadayati)3).そ の後,長 い 間,転 輪 王 位 を享 受 す る こ とを

授記される.

第4章 では,浄 心は布施の際の心の状態を示 し,授 記の直接的原因は麦団子の

布施 という善業 とも言えるが,第11章 の様に,浄 心のみで,辟 支仏の授記がなさ

れる事例もある.ま た,第15章 では,授 記の際に善業についての言及はない.更

に,上 記の事例の内,仏 陀が授記する際に,「アーナンダよ,お 前は,浄 心を生じ
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て(prasadajataya),私 に 麦 団 子 の 施 食 を し た,か の バ ラ モ ン の 娘 を 見 た か(第4章,`

69.27-28).」 或 い は 「比 丘 達 よ,汝 等 は,か の 比 丘 が 髪 爪 塔 に 五 体 投 地 し,心 を 浄

ら か に し て い る(cittamabhiprasadayantam)の を 見 よ(第15章,197.5-6).」 と,「 浄

心 」 に言 及 す る.こ れ らを考 え合 わ せ る と,D砂 にお い て,浄 心 は授 記 の原 因,

少 な く とも,一 要 因 と考 え られ て い た と言 え る.

皿.Avに お け る事 例 加 に お け る授 記 物 語 は,主 に,第1～10話 ・第21～

30話 に見 られ るが,加 に お け る授 記 物 語 に は,田 賀 龍 彦 氏 が 指摘 す る通 り4),定

型 表 現 が 多 く,供 養 の 内容 だ け を異 にす る もの が見 受 け られ る.従 っ て,そ の 内

の 二例 の み を挙 げ る.

【第1話 】仏陀 を比丘達 に食事供養 を し,仏 陀の神通 力を見たpuma長 者 は浄心を生 じて

(prasadajato),未 来世 におけ る成仏 の誓願 をなす(2.14-18).そ こで,仏 陀 は微笑 ・放光

し,仏 陀 はpuma長 者 に成仏の授記 を し,最 後 に,「 この ことが,私 に対 して心を浄 らか

にした(cittaprasada)者 の,功 徳 あ る施 与であ る(4.4-8).」 と述 べ る.

この 同 じ構 造 が,第10話 まで 見 られ る.そ れ らに共 通 す るの は,在 家 者 が 仏 陀

を 見 て,浄 心(prasada)を 生 じ5),供 養 ・誓 願 し,授 記 を 受 け る こ とで あ る.

【第22話 】少女が仏陀 の姿 を見 て浄心 を生 じ,蓮 華 を散 じた.こ こで,仏 陀 は微笑 ・放光

し 「アーナ ンダ よ,汝 は,か の少女が浄心 を生 じて(prasadajatena),如 来 に対 して蓮華 を

散 じた のを見 たか(58.27-28).」 と述 べ,少 女に成辟 支仏 の授記 を して後,「 この こ とが,

私 に対 して心 を浄 らか に した(cittaprasada)者 の,功 徳 ある施与 であ る(58.28―30).」 と

述べ る.

第21～30話 に お いて も,殆 どの物 語 で 「浄 心 」 に言 及 され る こ とか ら,Avに

お い て も,「 浄 心 」 が,授 記 の 際 の 定 型 と して,ま た 授 記 の 一・要 因 と して 考 え られ

得 る.

IV.浄 心 の 役 割 「浄 心 」 が,果 報 との 関 連 で 果 たす 役 割 とは何 か.第 一 に,既

に指 摘 され る通 り6),DzvyとAvで は 「浄 心 」は悪 業 を消 滅 させ る役 割 を持 っ.Divy

とAvに お いて,授 記 の定 型 で あ る微 笑 ・放 光 の 際 仏 陀 は地 獄 の 住 人 に浄 心 を生

じ させ る た め に,化 仏 を地 獄 に送 り込 む.こ れ を見 た住 人 は 「化[仏]に 対 して

心 を 浄 ら か に す る と(cittamabhiprasadya)地 獄 で感 受 す べ き[悪]業 を滅 尽 して,

天 界 や,人 間界 に生 ま れ変 わ り….(Divy68.9-ll)」 とあ り,ま た,「 彼 ら餓 鬼 達 も,

世 尊 に対 して 心 を 浄 め て(cittamabhiprasadya),死 ぬ と,美 し き三 十 三 天 に再 生 し

た.(Av115.2-3)」 とい う様 に,「 浄 心 」 の業 滅 の は た らき が説 か れ る.第 二 に,Dwy

第31章 で,「 百 千 の金 の装 身 具 で あ ろ う と,仏 陀 の 諸 々 のcaityaに 対 して,心 を

浄 らか に して(prasannacittab),右 続 す る賢者 には及 ぼ ない.(Divy467.5-6)」 と,浄 心
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を持った者の布施が,多 大なる布施に勝ると説 く.更 に,「現存する[仏]を 供養

す る者 も,般 涅 槃 した[仏]を 供 養 す る者 も,心 が浄 らか で あ る こ とよ り(cittapras-

adena),[両 者 は]等 し く,福 徳 に異 な る性 質 は な い.実 に この様 に,諸 仏 は不 可

思 議 で あ り,〈 中略 〉 浄 心 を持 て る者 達 の果 報 も不 可 思 議 で あ る(acintiyaihprasann-

anamvipakascaapyacintiyah).(Divy469.3-6)」 とあ り,浄 心 を以 って為 され る供 養 の

果報が不可思議であることが説かれ,浄 心が果報に少なか らず影響を与えるもの

であるとされる.

V.授 記と関係する浄心 ニカーヤには,仏 陀が,既 に亡 くなった弟子達一・人

一人が死後,何 処に生 まれたかをi授記する場面がある.そ こでは,仏 陀は弟子達

に,或 る条 件 を 満 たせ ば,弟 子 自 ら預 流 の授 記 を な す こ とが で き る と述 べ(DN

93.11-20),仏 法僧 に対 す る浄 心(pasada)と 戒 具足 との四 項 目 を挙 げ る.こ の 内 「仏

陀 に対 す る浄 心 」の 説 明 の 際Divy第15章 に お い て,比 丘 が な した こ と と同 じ内

容 が 記 載 され て い る.

アーナ ンダ よ,こ こに おいて,聖 弟子 が,ブ ッダ に対 して[以 下 の様 に]不 壊 の浄心

(aveccappasadena)を 具足 している.[す なわち]「 かの世尊 は,阿 羅漢,正 等覚者,明 行

足,善 逝,世 間解,無 上士,調 御丈夫,天 人師,仏 陀,世 尊であ る」 と.(D!>93.26-30)

以 上 の様 に,ニ カー ヤ にお い て,浄 心 は授 記 の条 件 の 一 つ とな っ て い るの で あ る.

結 び 以 上 検 討 した様 に,僅 か な善 業 に よ り,多 大 な果 報 につ い て授 記 さ れ る.

この 時,浄 心(prasada)が,主 人 公 の 心 の状 態 と して,或 い は,授 記 の際 の原 因

として 言及 され る場 合 が あ る.こ れ まで ア ヴ ァ ダー ナ文 献 に お け る授 記 の原 因 は,

主 に,誓 願 と業 との二 っ に分 類 され るの み で あ っ た.し か し,以 上 の様 にDivyや

Avに おける事例を見る限 り,仏 陀への浄心は,た とえ,そ れが善業の内に含めら

れる業の一形態にすぎないとしても,授 記の一因として注 目されるべきである.

そして,こ の浄心の役割 として,「悪業を消滅 させること」と 「多大な果報を生む

こと」 との二点が挙げられ,更 に,浄 心はニカーヤにおいて,預 流の授記の条件

となっている.こ れらの点から見て,浄 心 というものが誓願や善業 というもの と

関わ りなく,授 記 と結びつ く重要な要素 として考えられるべきである.

1)Divy,67.14.2)Dwy,137.27.3)Divy,196.24.4)田 賀 龍 彦 『授 記 思 想

の 源 流 と展 開 』,p.ll6.5)Av,4.24;9.18;12.9;16.6等.6)平 岡 聡 「『デ ィ ヴ ィ

ヤ ・ア ヴ ァ ダ ー ナ』 に見 られ る業 の 消滅 」 『仏 教 研 究 』21,pp.113-132,特 にp.124.
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